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に反強磁性的相互作用の場合には幾何学的フラストレイションが生じる。そこで、 J1> 0， J2 > 0 
として次式のようなハミルトニアンを採用した:
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J1， J2が有理比の場合にのみ適用できる。同じ J2/J1に対して計算量のサイズ依存性は O(N2)














0.2 Gt G2 
o 0.5 占/Jl








いことが分かる。パラメタ領域 J2/J1> 0.5はさらに h/J1= 1を境界として定性的に異なる 2
つの領域に分けることができる。それぞれの領域内では基底状態(のスピン配置)はみ/J1の値
によらず共通である。そこで、領域 h/J1< 0.5および J2/J1> 0.5における基底状態の集合を
それぞれ G1，G2として区別することにする。
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